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巻	 頭	 言  

分岐点－ターニング・ポイント  
薬学部長	 村木克彦   

 

  後生の人々は 2019－2020年をどんな時代・年として思い起こすのか非常に興味深く思っている。

「平成の 30 年が終わり新たな令和の始まりの時代」、「令和に開催された東京オリンピックの年」、

「世界の分断がより一層進んだ時代」、などであろうか。残念ながら、今を生きる我々には捉えにく

い。しかし個人的には、後生の人々は、この時代が様々な点において分岐点－ターニング・ポイン

トであったと捉える感覚を覚える。 

	 未来の薬学関係者はこの時代を、「第一期の第三者評価がやっと終わったと思ったら第二期の第三

者評価が始まった年」、「新薬学コアカリキュラムが完成を迎えた年」、「薬学部の入学定員割れが常

態化した時代」、「3度目の薬剤師数の過剰予測が出た時代」、などと捉えるかもしれないが、これら

がもたらす結果を今の我々には想定できないので、これらは単なる思いつき程度の確度しかない。

しかし、今はやりの人工知能（AI）を利用すると、この確度が格段に向上する。初期データさえ入

力すれば、後は AI が勝手に可能な限りのパターンで分析し、結果を予測してくれる。チェスや囲

碁などの対戦競技では AI 自身が対戦を繰り返すので、ルールは別として初期対戦データさえほと

んど不要である。この AI を使い、今後の日本の行く末を予測した結果が、今年早々に新聞で報道

された。それによると分岐点は 2025年で、どんなに初期条件を変えても、2025年まで様々な改革

を先送りすると、AIは日本の行く末は暗いと予測している。薬学の分岐点は、2020年なのか 2025

年なのか、それとも 2015 年だったのか、残念ながら今の我々にはまだ分からない。個人的には、

今すぐにでも AIに予測させてみたいが、近未来の薬学関係者は知っており、先人を称えているか、

非難しているか、何れにしても我々の責任は重い。 

	 6年制薬学教育がスタートして約 15年が経過し、6年制薬学部卒業者がおおよそ 10万人になろ

うとしている。この 10万人が全て医療職に従事しているわけではないが、6年制薬学部卒業生が医

療の第一線で活躍する時機－分岐点が来ていると期待したい。 
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